2008年12月27日　核心訓練　場所:ソウル イエウォン教会

RUTC OMC重職者時代特別メッセージ(44)- 重要なものは子どもに預けません。大人に預けます（Ｉコリント3:10-16）

☆☆☆要約資料☆☆☆

1．イスラエルの危機の時代に神様はもっとも重要なことを備えられました

   (1) イスラエルの滅亡が迫った災いの時代が到来しました

      ① A.D.70年頃、ローマの将軍テトスによってエルサレムが陥落されました

      ② 世界中に散らされたイスラエルが虐殺されることが1900年間続きました

   (2) その時、イスラエルの中には福音をもつ備えられた民たちがいました

   (3) 初代教会を通して世界福音化を準備されました

      ① マタイ28：16－20         ② マルコ16：15－20       ③ 使1：8 

   (4) この福音はマケドニヤ全体を生かす運動になりました

      ① 使13：1－12    ② 使16：6－10    ③ 使16：16－40    ④ 使17：1－9    ⑤ 使18：1－4 

2．福音運動の主役たち(既成世代)の中で、大変妨げになる幼い信仰の人たちがいました

   (1) みことばを理解できない幼い信仰人 (Ⅰコリント3：1－2) 

   (2) ねたみ、争い、人について動く紛争、ねたみ、分派運動がありました (Ⅰコリント3：3－9) 

   (3) 賜物問題の非難 (Ⅰコリント12：1－13：13) 

   (4) 偶像にささげるものと食べ物の問題 (Ⅰコリント8：1－13) 

   (5) 火の中から救われた者のような信仰 (Ⅰコリント3：15) 

3．神様は少数の福音をもった成人した者を通して世界福音化を成し遂げられました

   (1) Ⅰコリント3：16、ヨハネ14：16－17、Ⅰヨハネ2：20－27 

   (2) ヨハネ14：16－17、使13：1－3、使16：6－10、Ⅰコリント2：1－12、使19：21 

   (3) 使1：8、使4：29－31、使7：54－60、使16：6－10、使19：1－7、使27：24 

(The end)

☆☆☆録音資料☆☆☆

序論

▲私たちの聖歌隊の方々、一年間、お疲れさまでした。皆さんが変わりなく、数も変動なく、よくしてくださったことを神様に栄光を帰します。私たちの指揮者、伴奏者をはじめとして、すべての隊員に神様の永遠な祝福があるように願います。その代わり、皆さんは席の心配をしなかったということを知って感謝しなければなりません。このように、今、他の方々は、席のために朝から争っているのですが。皆さんは心配せずに、席がなければ聖歌隊に座れば良いのです。私たちの一年を送りながら聖書Ｉコリント3:10-16を見ます。

▲誰も幼い子どもには重要なことを与えません。大人に与えます。何の話なのか皆さん知っているでしょう。いくらお金が多い人でも、そうです。だれも孫がどこかへ行くのに、1億円は与えません。もし、そのようにしたら、その子は死ぬようになります。いくら安心するといっても、鋭利な刃物を乳飲み子に与えながら持って遊ぶようにさせません。なぜでしょうか。幼い子どもにはそのようにすることができません。成長した者に必要によって与えられるのです。今日の本文の前を読んでみれば、そのように出てきます。消化力がないから、乳飲み子のように神様が接してくださいます。子どもが生まれればすぐには、どのようにしなければなりませんか。乳飲み子でしょう。生まれるやいなや、口を広げてコーヒーを与えません。それでは、その子は生きられません。そして、人が少し大きくなると、軟らかい魚をあげるので、すぐにスルメをかんで食べろと与えてはいけません。消化力がないから。生まれて一週間しかならない子どもに高麗人参を煮て飲ませたら死にます。神様も同じです。

▲今私たちは深刻に一年を送りながら、どのようにしなければならないでしょうか。しばらく経済危機がずっと来る可能性もあるのに、どのようにしなければならないのでしょうか。信仰生活を私がよくしようとするのに、どのようにすれば良いのでしょうか。私は今、失敗しているのに、どうすれば良いのでしょうか。私は今、祈りの答えをよく受けられないのに、どのようにすれば受けられるのでしょうか。とても重要です。

(1)不安-Ｉコリント3:16、聖霊内住

▲それで私たちは今、しきりに不安が訪ねてきます。事業も難しくなるようだし、経済も難しくなるようだし、どんどん不安が訪ねてきます。教会も難しくなるようだし。このようになれば、いくら立派な人でも、不安になります。そのような時、どのようにしなければならないのでしょうか。

(2)失敗-ヨハネ14:16-17、聖霊の導き

▲ところで実際に私は、今、事業もそうで、経済もそうで、失敗しています。教会も他の教会は復興するのに、私たちの教会は崩れて教会の信徒も出て行ってしまい、失敗しています。このような時、どのようにしなければならないのでしょうか。私たちはこの答を必ず持って一年を出発しなければなりません。

(3)無能-使徒1:8、聖霊の満たし

▲ところで、これが問題ではなくて、私が今、力がないということです。無能です。よくできえれば良いのですが、どうすれば良いのでしょうか。私たちはこの答を必ず得なければなりません。今から、皆さんは失敗したとすれば、成功する道があります。私が今、話すのは私の話ではなくて、間違いないことです。

▲何かがどんどん不安になります。今日、Ｉコリント3:16におっしゃっています。あなたがたが神の神殿であることと、神様の聖霊があなたがたの中におられることを知らないのですか。絶対にほろびることができないのに、私たちは不安なのです。この聖霊は、いつからおられたのかというと、永遠の前からおられました。聖霊は、神様です。すなわち、神様の霊であるために、だれも勝つことができなくて、比較することができないのです。皆さんは他の道に行くこともできなくて、ほろびることもできません。この聖霊はいつまでおられるのでしょうか。永遠の前から永遠までおられるから、恐れる必要はないのです。

▲Ｉペテロ5:7-8、ただ皆さんが不安になる場合、事が一つ行われるのです。何の異常もないのに、皆さんが不安になる場合、Ｉペテロ5:7-8に見ると、この時、サタンが攻撃するのです。Ｉヨハネ4:18-19に見ると、この時、皆さんを攻撃するのです。エペソ4:27に見ると、この時、隙間を利用するのです。未信者は悪魔の子どもだから何の力もありません。信徒、皆さんに勝つことができないことを分かるから、この時、攻撃します。事業する方々、重職者も恐れずに、霊的戦いだから聖霊が私の中にいらっしゃるという事実を堅く信じなければなりません。なぜでしょうか。事実だから。ところが、少しの間、私たちが揺れて不信仰したために、しきりにそれほどやられてしまうのです。サタンはなくなりません。地獄に行く時まで、地獄に行ってもなりません。そこに閉じ込められるのです。それで、虎視耽々と皆さんを攻撃しようとしています。揺れる時。皆さん無理にだめなことをなるという必要はないのですが、これは正確です。聖霊が私とともにおられるから、絶対にほろびることはできないのです。

▲ところで、なぜだめでしょうか。なぜ、私はしばしば失敗するのでしょうか。今日、答えを捜し出さなくてはなりません。ヨハネ14:16-17に見ると、聖霊があなたがたの中に、あなたがたとともに永遠に。今から皆さんは聖霊の導きを受ければ、必ず勝利します。大部分の人々が、聖霊の導きを受けません。それで、残念なことに、少しの間だけでも失敗します。皆さんは神様の子どもだから、絶対にほろびることができないのに、聖霊の導きを受けないから、ずっと失敗がくるのです。今からでも皆さんが聖霊の導きを受けようと悩めば、それ自体がものすごい働きに変わるのです。この部分がとてもとても重要です。皆さんに問題がきた時も、聖霊の導きを受けようともがけば、すばらしい答えが出てきます。

▲私は2008年にも問題をたくさん見ました。それを置いて悩むのではなくて、祈りを継続して、聖霊の導きを受けようとずっと祈って、多くの答えを捜し出しました。私がタラッパンをして、いくつか失敗したことがあるのですが、それは、ほとんどみな聖霊の導きを受けなかったので。ところで、今まで私たちがしたことは、ほとんどみな成功しました。皆さんが聖霊の導きを受ければ、必ず時間が過ぎるほど答えになります。聖霊の導きを受けられなければ、時間が過ぎるほど違います。残念なことに、大部分の人々が聖霊の導きを受けません。なぜ受けないのでしょうか。エペソ4:30を見ると、しきりにあせるのです。そうするうちに、見ると、聖霊を悲しませるのです。答えが正確に来ているのに、あせって一人でやたら走って行くからです。それで、そうなのです。またＩテサロニケ5:19です。答えがみな来ているのに、不信仰になって、おじけづいてしません。これは反対です。これは聖霊を消すことです。神様の答えが正確に来ているのに、一人であせって、やたら走って行きます。聖霊を悲しませるのです。この比率が50対50です。結果的に何でしょうか。聖霊が確かに私とともにおられるから、導かれなければならないのに、導かれないのです。皆さんが今から悩み事あれば、聖霊の導きを受けようともがけば、必ず勝利するようになっています。皆さんこの悩みはいくらしても大丈夫です。私がどのようにすれば聖霊の導きを受けるのか。それでⅡコリント7章を見ると、聖霊にかなうこの思いわずらいは、いのちに至ると言われているのではないでしょうか。Ｉヨハネ2:20-27を見れば、皆さんが聖霊の導きを受けるようになれば、すべての知恵がこの中にあります。大部分の人々が判断する時、少しだけ聖霊の導きを受ければ成功するのに、しません。また、ある人は、自分の体質のために、しきりに人間主義を使います。それで、今日、皆さん必ず記憶しなければなりません。いくら大きいことをしても、いくら小さいことをしても、関係ないのは、信仰生活に最も重要なのが、この部分なのです。

▲使徒1:8、聖霊の満たし。このようになると、私たちは力がないということです。それをご存知で、イエス様が約束されたのではないでしょうか。ただヨハネが水でバプテスマを授けたように、聖霊のバプテスマを受ければ力を受けます。そして、全世界を生かすほど、証人になります。この力を得るのです。私たちが聖霊の満たしを本当に回復したら、皆さんには力が現れるようになります。今まで失敗したとしても、聖霊の導きを受ければ回復し始めるでしょう。今から聖霊に満たされれば、神様の力を見るようになります。皆さんで、今、建築する教会や伝道運動する教会が、全部、何をすべきでしょうか。聖霊の満たしの契約を握ってしまえば、力が現れるようになるのです。ゼカリヤ4:6に、力でも能力でもできないが、主の霊によって。ヨエル2:28に、終わりの日に聖霊を水を注ぐように注ぐ。老人も夢を見るようになる。若者も夢を見るようになる。あなたたちが幻を見るようになる。使徒2:17、簡単に話せば未来が見えるのです。そして力ができます。皆さんがこの三つのことは、必ず捜し出さなくてはなりません。確信、選択、皆さんが所有しなければならない力。皆さんの方法。こうすれば今まで失敗しても勝利します。

▲レムナント7人の特徴ではないでしょうか。力があるから世界も変えられます。今日、皆さんがこの祝福を回復する日になることをイエスの御名で祝福します。

▲一度じっくりと考えてみてください。この中に、すべて入っています。それで、失敗する方が力もないのですが、そうでなくて、ほとんどみな導きを受けないのです。本当に苦しいことです。神様の聖霊が私の中にいらっしゃって、私とともにおられて、全世界を生かす力を与えておられるなら、できるのではないでしょうか。皆さんが今からでも契約をつかめば、この三つのことは、いつも適用されるのではないでしょうか。この部分を確信しなければ、ずっと攻撃を受けるのです。そして、皆さんが少しだけ聖霊の導きを受けてしまえば、答えはずっときます。

▲それで皆さん自ら聖霊の満たしの方法だけ捜し出せば、全世界を征服することができます。これが全てです。私は、どこかに行くならば、秘書が車に乗せて行ってくれます。行くところは決まっています。どこへ行くと決まっています。それで、行きながら尋ねます。食事はどのようにしますか。食事しなければならないでしょう。それでは、何を召し上がりますか。このように尋ねます。それでは、私が何を食べよう。でなければ、食事時間に私が宿舎にいれば電話して食事は何をしますか、そのように尋ねます。普通10回の中で10回はそのように尋ねます。ですから、何を食べて、そうでなければ相談もしたりします。ところで、秘書が生意気に、牧師先生、今日は私がジャジャン麺を食べたいから、そのようにしてください。分かった。その翌日、今日はボシンタンを食べたいからボシンタンの店にきてください。それではどうなるでしょうか。話にならないでしょう。私たちが今、信仰生活をそのようにしているのです。神様、今日、私がこれをしたいから、してください。このような形です。ところで、土曜日や聖日になれば、秘書もみな自分の教会に行くでしょう。ポハンのイ・サンベ牧師が自分の教会に行くのに、そこから電話してきて、牧師先生、私は今日、妻と何を食べましょうか。このように尋ねれば、どうなりますか。あなたは、それはあなたが自分で好きなように食べるべき、なぜ私に尋ねるのかと言うでしょう。そうでしょう。ただ理由が一つあります。差異点がなんでしょうか。尋ねなければならないこと、尋ねてはいけないことの差異点は何でしょうか。私が上の人に仕えているか、仕えていないかが重要な違いです。

▲聖霊が私と一ともにおられるのが確実だから、導かれてしまえば、無条件に成功します。それで、私たちは聖霊の導きを受ければ、聖霊の満たしも受けるようになって、この力を受ければ本当に五つの力が生じるのです。皆さんがこの祝福を必ず味わうようになるように願います。

1.福音(いのち) 

▲なぜイスラエル民族が滅びたのでしょうか。ところで、神様はイスラエル民族をなぜ用いられたのでしょうか。そこに答えがあるでしょう。イスラエル民族を神様はなぜ滅ぼされて、なぜ用いられたのでしょうか。それは私たちと同じ質問です。どんな人が、これから失敗して、どんな人がこれから用いられるのでしょうか。イスラエル民族に神様が福音を与えられたのですが、この福音を伝えられないからほろびたのです。神様がイスラエル民族に一番最初にいのちを説明されたのですが、伝えないからほろびるのです。全く今と同じです。神様が私たちにいのちを与えられたのですが、これを伝えなくて、違うようにすればほろびるのです。

(1)1900年災い

▲ところでイスラエルが反対に、どのように世界を征服したのでしょうか。これを持っていたから。イスラエル民族がこれを知らなくて、1900年間に災いを受けました。

(2)準備

▲ところで、この中で小さい準備された少数を通して、神様はイスラエルを生かして、世界を生かされました。今日、皆さんが契約を正しく堅くつかまえなければなりません。

(3)初代教会

▲神様は、どうして初代教会を、イスラエルの人ですが、この人たちを用いられたのでしょうか。その答えは何でしょうか。神様はどのように初代教会からマケドニヤまで全世界を生かされたのでしょうか。この答えです。

(4)世界(聖霊内住)

▲聖霊がともにおられ、内住しておられる者を用いて、世界を福音化されました。信じるように願います。

▲創世記41:38この答えを持った人1人がエジプトにいれば、神様は全てをエジプトに動員されました。ヨセフ。本当に信じて下さい。皆さん1人がこの契約を持っていれば、皆さんいる所に、全てを動員されるでしょう。真のいのちを持った人が教会堂を作れば、神様はそこに全てを動員されるでしょう。そうでしょう。悩みは、他にすることがありません。

2.聖霊の導き

▲それでは、何のために信仰生活をよくしているのに失敗するのでしょうか。二番目の答えは何でしょうか。

私が信仰生活をがんばったのに、なぜだめなのでしょうか。私がそのようにがんばったのに、なぜだめなのでしょうか。聖霊の導きを受けないから...今日、答えを受けて行ってください。

(1)幼い

▲みことばを果たすことができない幼い信仰なのに、皆さんで幼い信仰人に、どのように大人のことを与えられるでしょうか。

(2)人中心

▲紛争して、ねたんで、人によって動く人に、どのように神様が人中心に大きいことをくださるでしょうか。

(3)賜物

▲賜物をちょっと与えられたところ、それを持って論議しているのに、どのように大きい答えを与えられるでしょうか。君は何の賜物を受けたか、私は何の賜物を受けて、誰がより大きい賜物か。争ったではないでしょうか。こういうことをしているから。ですから何と話したでしょうか。賜物の中で一番大きい賜物は、愛だ。異言もすたれ、預言も消えるが、愛は永遠に残っている。それで、聖霊の導きを受けられないのです。

(4)祭りのときの食べ物

▲しかも何の問題が出てきたのでしょうか。ささげた食べ物の問題。これが何のことでしょうか。コリント地域には、偶像の神殿の大きいものがありました。そこに船に数千、数百人乗って、お祭りにきたのです。しかも、いけにえをささげる日が、ありました。それで、肉がとても多く出てくるので、後で売ったのです。後に売れば、これを買って食べる人がいるでしょう。それでは、イエスを信じる人も買って食べるようになるでしょう。また肉を持ち出して売るから、市場に行くようになるでしょう。それでは、食堂で肉を売るでしょう。信徒も食べなければならないでしょう。これで質問が出てきたのです。私たちがいけにえにされた食べ物を食べてはだめなのか、良いのか。このようなことが争いの対象になるでしょうか。食べてもよいのですか、やめなければなりませんか。食べるしかないでしょうか。だめなのですか。争うのです。また正しい、正しくないと。ところで、正確に話せば、イエス信じる人が、救われた神様の子どもが何を食べられないことがあるでしょうか。

▲私は昔に登山に行くと、拝んだ人々が置いたリンゴが夜にあったのですが、私は夜に拾って食べました。何で食べられないことがあるでしょうか。こういうことが争いになるのでしょうか。こういう幼い信仰だと聖霊の導きも受けられないのです。ですから、パウロがそこに対して返事をしたのです。偶像の前にささげた食べ物でも、神様の子どもが食べられないことが何があるのか。しかし、あえて信仰が弱い人が、お祭りの食べ物だと試みにあうとすれば、それをわざわざ食べることはないだろう。そこに対する答えです。話にもならない、こういうことで、毎日、争ったのです。両方とも問題です。

▲例えば、キム・ギョンチャン牧師が、家族と久しぶりにクリスマスにおいしいもの食べるでしょう。家に良いプレゼントが一つきたが、見たらこれが高いワインだったのです。一杯飲みますか、飲みませんか。飲んでもよいでしょう。ところで、キム・ギョンチャン牧師が、これを飲んだらとても恵みになるな。これで毎日、ワインを求めれば、変なのです。両側にみな問題があるのです。こういう何でもないこと持って、毎日、争うから、大きい事が出来ないのです。これを見て幼い信仰だと言われました。消化できない信仰だと。どのように、神様がこういう人に大きいことを与えられるでしょうか。

3.世界福音化

▲今日、皆さん本当に神様は大人を用いられるのですが、皆さんを通して世界福音化ができます。序論に出てきましたが、3つのことができる人。

(1)確信

▲聖霊が私とともにおられるから絶対にほろびることはできない。これが普通に聞こえるのでしょうか。困難が来たらみてください。ジョン・カルビンが話したでしょう。イエスを信じるとプロテスタントをとても殺すから、ジョン・カルビンが神様の子どもは最後までほろびない。ほろびることができないのです。昔に共産主義、日帝時代の時、この確信がない人はぶるぶる震えたのではないでしょうか。聖霊が、この確信は事実通り信じることです。

▲昔に日帝時代の時、イエスを信じる人々を捕まえて行ったのではないでしょうか。神社参拝しろと。日本人が残した面白い話があるでしょう。長老教に行ってみるから、礼拝時間にうとうとして座っています。これらはすぐ降参しました。また、ある教会に行ってみたら、火を受けて大騒ぎをしていました。それで、つかんで日本の人々が爪を抜いて殴ったのです。殴ったら、火を受けた人が、すぐ精神を整えて間違っていたと言いました。うとうとしている人を殴ったら、しっかりして走り込みました。だから日本人が理解できないのです。それは、何の話でしょうか。教派が問題ではなくて、熱心が問題ではない。この事実を信じる人は揺れません。どんな経済危機であっても、聖霊が皆さんを守られるからサタンが攻撃できないのです。

(2)判断(選択) 

▲私たちのすべての判断と選択はどこにあるのでしょうか。聖霊が導かれるままついて行きなさい。

(3)方法

▲今から私たちの方法は何でしょうか。聖霊の満たし。この力を持って世界を征服するのです。このように本当に今日、握らなければなりません。

4.結論

▲それでは、どのようにすれば良いのでしょうか。皆さんがこの3つのことをする方法をどのようにすれば良いのでしょうか。実際に皆さんがこの契約を握らなければならないのに、どのように握るのでしょうか。私はこの神様の恐ろしい契約をどのように握ったのでしょうか。

(1)問題-答え

▲すべての問題は答えがあります。すべての危機は機会です。神様が私とともにおられるから恐れることはありません。皆さん、恐れる必要はありません。すべての問題には答えがあります。より良い答えがあるのです。

(2)定刻、常時祈り-聖霊の導き

▲二番目です。皆さんが少しだけ定刻で、少しだけ常時に祈れば、無条件に聖霊の導きを受けます。ところで、これはとても幸せなことで、小さいことなのに、答えは大きいことがきます。してみてください。これが答えです。福音に勝つ力はありません。それで今日、皆さんが帰ったら皆さんの教会に問題は何の問題になる必要はありません。本当におかしな人がいれば、その人がほろびるのですが、教会は関係ありません。そして、今から定刻、常時で祈り始めなさい。こうすれば聖霊の導きを受けます。

(3)深い祈り-力

▲さらに重要なこと。皆さんが一日に一度でも良くて、一週間でも良くて深い祈りに入ってください。こうすれば、すばらしい力が生まれます。それで、今日、私たちの牧師にお願いしました。私は2時に起きようが、3時に起きようが、起きると重職者と産業人のために祈らなければならない。経済機がちょっと深刻だな。そして私たちの韓国がちょっと深刻だな。このような時、神様が証拠を見せられるのです。それで、祈ることに決断しました。それで、まったく明け方時間には教会の重職者と産業人を置いて深い祈りに入らなければならないのです。一時代の伝道者、私たちの牧師は全部、この祈り回復するように願います。そして、来年には夜9時になれば、いっせいにRUTCのために祈りましょう。私たちがもし経済がなくて、未信者を生かすことができないならば、話になるでしょうか。神様、私たちに力で働いてください。RUTCで、すべての暗やみの経済を倒せるように働いてください。このようにすれば良いのです。それで2009年、力ある神様の働きで答えを味わうようになることをイエスの御名で祈ります。

▲2009年には新しい力を得ましょう。そばの人を祝福して下さい。新しい力を得ましょう。来週には核心がありません。出て行く時、柿を一つずつもらって、レムナントのために祈りましょう。最後に、今年の年末年初はミュージカルで送りましょう。ここがどこでしょうか。ここで話しておいて実践しなければ大変なことになります。祈ります。

(祈り)

神様に感謝します。2008年を祝福されたことを感謝します。2009年にはより大きい力を与えてくださると信じます。聖霊の驚くべき働きが私たちすべての伝道者に起きることを祈ります。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン

(The end)
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